添付の CD - ROMr バックアップ CD - ROM 」 にバンドルされている Express 5800シリーズ統合管理アプリ 
ケーシヨン 「 ESMRPO 」 について説明します。 


概要(一100ページ） . 

ESMPRO/ServerManager ( 


. ESMPRO の概要や特長じついて説明します。 

103ページ） . 管理コンピュータにインス!-ールし、本装置を監 

視するアプリケーションです。インストールの方 
まやインストール後のを意事項について説明しま 
す。 


ESMPRO/ServerAgent (一 119ぺージ) 


本装置にインストールされているアプリケーシヨ 
ンです。コント□ールパネルから詳細なセット 
アップをする方法について説明します。 








概要 

添付の CD-ROMr バックアップ CD-ROM」 には、 Express 5800シリーズを管理するアプリケーシヨン 
rESMPRO/ServerManager」 と「[31\/|ド1^0/56「ソ6「八96が」がバンドルされています。 
ESMPRO/ServerManager、ServerAgent は、サーバシステムの安定稼動と、効率的なシステム運用を目 
的としたサーバ管理ソフトウエアです。サーバリソースの構成情報-稼動状況を管理し、サーバ障害を横化 
してシステム管理者へ通報することにより、サーバ障害の防止、障害に対する迅速な対処を可能にします。 

• サーバ管理の重要性 

サーバの安を稼動を保証するためには、サーバ管理の負担を軽減する必要があります。 

ーサーパの安定稼動 

サーバの停止は、即、お客様の営業機会、利益の損失につながります。そのため、サーバはつねに 
万全の状態で稼動している必要があります。万一、サーバで障害が発生した場合は、できるだけ早 
<障害の発生を知り、原因の究明、対処を行う必要があります。障害の発生から復旧までの時闇が 
短ければ短いほど、利益 (コス ト)の損失を最小限にとどめることができます。 

-サーバ管理の負担軽減 

サーバ管理には多くの労力を必要とします。とくにシステムが大規模になったり、遠隔地にある 
サーバを使用していたりするとなればなおさらです。サーバ管理の負担を軽減することは、すなわ 
ちコストダウン(お客様の利益)につながります。 

• ESMPRO/ServerMana 呂 er、Server A 呂 ©がとは？ 

ESMPRO/ServerManager. ServerAgent は、ネツトワーク上の Express 5800シリーズを管理-監視 
するサーバ管理ソフトウエアです。本製品を導入することにより、サーバの構成情報-性能情報•障 
害情報をリアルタイムに取得-管理-監視できるほか、アラート通報機能により障害の発生を即座に 
知ることができるようになります。 


• ESMPRO/ServerManager、ServerAgent の利用効果 


ESMPRO/ServerManager、ServerAgent は、ミ様化-複雑化するシステム環境における様々な二一 
ズに対して十分な効果を発揮します。 

-サーバ障害の橫化 

ESMPRO/ServerAgent は、 Express 5800シリーズの様々な障害情報を収集し、状態の判定を行い 
ます。サーバで異常を橫化した場合、£31\/1ド民0/56「ソ6「1\/1311396「へアラート通報を行います。 

-サーバ障害の予防 

ESMPRO/ServerAgent は、障害の予防対策として、事前に障害の発生を予測する予防保守機能を 
サポートしています。崖体内温度上昇や、ファイルシステムの空き容量、八ードディスク劣化など 
を事前に橫化できます。 

-サーバ稼動状況の管理 

ESMPRO/ServerAgent は、 Express 5800シリーズの詳細な八ードウエア構成情報、性能情報を取 
得できます。取得した情報は[51\/1ド1^0/56「ソ6「1\/1311396「を介してどこからでも参照できます。 

-分散したサーバの 一括 管理 

ESMPRO/ServerMaragertt、 ネ、ソトワーク上に分散したサーパを効率よく管理できる GUI インタ 
フェースを提供します。 
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ヴーパ障害の検出 


ESMPRO/ServerManager、ServerAgent は障害につながる異常を早期じ橫出!し、リアル 
タイムに障害情報を管理者へ通おします。 

• 早期に異常を検出 

万一の障害発生時には、 ESMPRO / ServerAgent が障害を橫化し、 ESMPRO / 
ServerManager へ障害の発生を通報(アラート通報)します。 ESMPRO/ServerManager 
は、受信したアラートをアラートビユーアに表示するとともに、障害の発生したサー 
パ-サーバの構成要素の状態色を変化させることじより、一目で障害箇所を特をできま 
す。さらに障害内容や対処方法を参照することにより、障害に対して迅速に対応できま 
す。 

• 通報される障害の種類 

ESMPRO/ServerAgent で通報される代表的な障害じは、次のようなものがあります。 


通報区分 

通報内容 

CPU 

• CPU 負荷しきい值才ーバー 
- CPU 縮退など 

メモリ 

ECC 化 it エラー 檢おなど 

電源 

-電圧低下 
-電源故障など 

温度 

屋体内温度上昇など 

フアン 

ファン故障(回転数低下)など 

スト レー ジ 

-ファイルシステム使用率 
-八ードディスク劣化 

LAN 

-回線障害しきい値オーバー 

• 送信リトライ，送信アボートしきい值オーバーなど 


ヴーパ障害のモ防 


ESMPRO/ServerAgent は、障害の予防対策として事前に障害の発生を予測する予防保守機 
能をサポートしています。 

ESMPRO/ServerManager、ServerAgent は、サーバの名'リソースに対して「しきい値」を 
設定できます。設定したしきい値を超えると、 ESMPRO/ServerAgent は、 ESMPRO/ 
36「ソ6「1\/|311396「へアラートを通報します。 

予防保守機能は、八ードディスク、崖体内温度、 CPU 使用率など様々な監視項目に対して設 
走:できます。 


msMPRO 
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サー八嫁動が巧の管埋 


ESMPRO/ServerAgent は、サーバの様々な構成要素を管理•監視します。 ESMPRO/ 
ServerAgent が管理-監視する情報は、£31\/|ド1^0/56「ソ6「1\/|311396「のデータビューアで参 
照できます。 

また、八ードディスク -CPU •メモリ•ファン•電源•温度といった、サーバの信頼性を高 
いレベルで維持するために必要なものはすべて管理-監視します。 


分散したサー八の一巧管理 


ESMPRO/Se「ve「Manage「が提供する優れたGUIによリ、ネットワーク上のサーバを一括管 
理できます。管理画面はエクスプ□ーラ形式になっておりサーバのを構成要素を階層的に表 
示するので、効率よ<サーバを管理できます。 

ESMPRO/ServerManagerCtt、 次の3種類の GUI を利用してサーバを管理します。 

• オペレーションウインドウ 

ネットワーク上に接続されているサーバのマップを作成し管理します。マップは、設置 
場所、組織、目的などじより階層化できます。 

• データ ビ ユーア 

サーバリソースの構成情報をエクスプ□ーラ形式で表示します。また、異常となった 
サーバの構成要素の状態色を変化させることにより、障害箇所を容易に特定できます。 

• アラー トビ ユーア 

をサーバの障害通報を一元管理します。サーバで発生した障害は、ただちにアラート 
ビューアに通報されます。管理者はネ、ソトワーク上のあらゆる障害をいち早く認識でき 
ます。 
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ESMPRO/ServerManager 

ESMPRO/Se「ve「Ma^lage「をインス トールする方まやインスI -- ル時、インスI -- ル後のを意事項につい 
て説明します。 


動作原境 


ESMPRO/Se「ve「Ma^lage「を動作させることができる八ードウエア /0S 環境は次の通りで 
す。 

VI-0 製品ライセンスについて 

ESMPRO/ServerMana 呂 er は、 Windows 2000/Windows NT 4.0、Windows 
9 己/ 98/Me 上で動作しまずび、1ライセンスにつき、1つの 0S 上でのみ使用可能でず。 

ノ、ードウエア 

-インス I — ルする装置 Express 5800シリーズ本体 (Windows 2000/Windows 

NT で動作するモデル） 

NEC PC98-NX シリーズ 
NEC PC- 9800シリーズ 

PC/AT 互換機 (Pentium IIプ□セ、ソサ W 上のマイク□プ 
□セ、ソサを推奨） 

-メモリ OS の動作に必要なメモリ十 20MBU 上 

-八ードディスクの空き容量 70MBJU 上 

(詳細についてはこの後の r セットアップの前準備」を参照 
してください） 

OS Windows 95/98/Me 

Windows 2000 

Windows NT 4.0 (Service Pack 4J: 又上） 

Windows 9 己/ 98/Me 上では、 Systems 
信重 3 Management Server(SMS) および ARCserve 
との連携機能は使用できません。 

推奨管理台数 1つのESMPRO/Se「ve「Manage「で管理できるサーバの 

台数に制限はありませんが、運用上、管理できるサーバ 
の台数の目安として、じ(下の値を参考としてシステムを 
構築してください。ただし、システムに搭載しているメ 
モリ容量やESMPRO/Se「ve「Manage「と同時に動作さ 
せるアプリケーシヨンの有無によつて管理できるサーバ 
の台数が減少する場合があります。 

Windows 2000/Windows NT 4.0: 250台程度 

Windows 95/98/Me: 100台程度 
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セットアップの前準備 


インストール、ならびにセットアップの前に必ずお読みください。 

ネットワークサービスの設定 

プ〇トコルは TCP/IP を使用します。 TCP/IP が正常に動作するように設をを行ってくださ 
い。 

NetWare サーバの管理を行う場合は、さらに、 NetWare クライアントとして使用するために 
必要なプ〇トコルの設定を行って<ださい。 


セキュリティの設定〜 ESMPRO ユーザーグループの設定〜 

Windows 2000/Windows NT 4.0が動作しているコンピュータにインストールする場合 
は、管理ツールのユーザーマネージャで [31\/1ド1^0/56「ソ6「1\/|311396「を使用するためのセキュ 
リティとして ESMPRO ユーザーグループを追力□する必要があります。ここで設をしたグルー 
プを概封直は 「NvAdmin」) をインストール時に指定してください。 

I n-O ESMPRO ユーザーグループをグ□ーバルグループとして登録する場合は、同じ名前の□一 
カルグループび存在しないようにしてください。また、バックアップドメインコント□ーラ 
の場合は(2、ずグローバルグループを指定ずるようにしてください。 


インス I -ール時にお要なディスク容量の確認 

ESMPRO/Se「ve「Manage「をインスIルする八ードディスクには、約 70M 目の容量が必要 
です。 

ただし、インストールを行うドライブのクラスタサイズによって実際に必要なディスク容量 
は変化しますのでを意が必要です。 

またインスI-ール時には、上記のディスク容量に力□えて環境変数 TEMP で示されるディレク 
トリに作業用ファイル(約1 0MB) が作成されます。 

環境変数 TEMP が設定されていない場合は、任意のディレクトリ（通常はシステムディレクト 
リ）じ作業ファイルが作成されます。 
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運用中にお要なディスク容量の確認 

インストール時に指をしたディレクトリに十分な空き容量を用意して使用してください。既 
走:値では、システムドライブの r ¥ P 「 og「am Files ¥ ESMPRO 」 が設をされています。 

運用時に追力□されるファイルにはじ(下のものがあります。必要となるディスク容量を計算す 
るときの目安にしてください。 

• 統計情報自動収集 

1サーバじつき1回の情報収集に約 20 K 目のディスク容量が必要です。 

• アラート情報 

アラート1件じつき、約 1 K 巨のディスク容量が必要です。 

• その他 

オペレーションウィンドウ上に登録されたサーバの管理のためじ上記じ(外に約 10 M 目の 
ディスク容量が必要です。 


旧バージヨンの ESM ( PRO )/ ServerManager びすでに 
インストールされている場合 

ESM/ServerManager Ver .2.0/2.1. または ESMPRO/ServerManager Ve 「.2.6/3.0 〜 3.4/ 
3/7がインス I — ルされている場合は、 ESMPRO/ServerManager Ver .3.8 にアップデート 
インストールすることができます。ただし、\/6「.2.6]^前の[51\/|ド1^0/56「ソ6「1\/|311396「の場 
合は、アラートデータが引き継がれません。 

上記外のバージョンの ESMPRO / ServerManager^VVX I ルされている場合は、対応 
するバージョンのセツトアッププ□グラムを使用してアンインス I -ールした後にインス I -一 
ルをしてください。 


他の ESMPRO 製品を同じマシンにインス I ルする場合 

他の ESMPRO 製品よりも先にインス I -ールしてください。 


最大レジストリヴイズの設定 

Windows NT Works ね tion で動作するコンピュータにインス I ルする場合には、レジス 
トリサイズを十分なサイズに変更する必要があります。最大レジストリサイズを 12 MB 程度 
じ変更してください。最大レジストリサイズは、[コント□ールパネル]の[システム]で変更 
できます。 

ただし、£31\/1ド1^0/56「ソ6「1\/1311396「のインス I ―ル中にレジストリクォータ不足のメッセー 
ジが表示された場合は、最大レジストリサイズをさらに大きな値に変更してください。その 
後、£31\/1ド1^0/56「ソ6「1\/1311396「をアンインストールして、再度 ESMPRO/ServerManager 
をインストールしてください。 
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インストール 


み. I . をけ.が那さ g が..ミ9妹.が很)..ミを:: 

ESM Ale け Service 
ESM Base service 
ESM Command Service 
ESM Expert Service 
ESM Logging Service 
ESM Remote Map Service 
ESM Rule Service 


サ-ピスる(の 状態 スタ-トアが 


巧サザス制柳 



1閒晚^ 

1信止⑩ 


1き麵^ 

1 

1閉じるが 


、ル r 牡 


ESMPRO / Se 「 ve 「 Manage 「のィンス I -- ルはダウン□-ドしたインス I -- ルプ□グラムから 
行います。 


使用するインス I -ールディスクについて 

Linux がインス I -ールされている装置を監視するには、 Ve 「3.81 じ(上の製品が必要です。 
必ず Linux 製品（本製品）に添付の r バックアップ CD - ROM 」 に格納されている ESMPRO / 
56「ソ6「1\/|311396「を使用してください。 


インストール前のを意事項 

インストールを始める前に次のを意事項をお読みください。 

♦ Windows 9日/ 98/ Me の場合 

すでに ESMPRO / Netvisor がインストール済みである場合は、 ESMPRO / 
36「ソ6「1\/|311396「のインストールを行う前に、次の手順じ従って ESMPRO / Netvisor の 
サービスを停止させてください。 

サービスの停止を行わなくてもインス!-ールできますが、セットアッププ□グラムの起 
動にかなりの時間がかかることがあります。 

1 . [スタート]か6、[プログラム]- 
[ ESMPRO] の順でポイントし、[サービ 
ス制御]をクリックする。 

[サービス制御]ダイア □ グボ、ソクスが表 
示されます。 


2 . —覧に表示されているすべてのサービス 
を停止する。 


• Windows 2000 /Windows NT 4.0 の場合 

すでに存在するディレクトリにインス I ルする場合、そのディレクトリじ ESMPR 0/ 
36「ソ6「1\/1311396「が動作するのに必要なアクセス権が設定：されていないと正常に動作でき 
な < なります。 

存在しないディレクトリじ ESMPRO / Se 「 ve 「 Marage 「をインストールする場合は次のア 
クセス権がインストーラじよって設をされます。 

Administrators Full Control ( AII )( AII ) 

Everyone Read ( RX )( RX ) 

NvAdmi が Full Control ( AII )( AII ) 

SYSTEM Full Control ( AIIXAII ) 

* インストール時に設をした ESMPRO ユーザーグループをとなります。 




藝始おおおお耗 

化を乐弱弱葉垢赛赛巧 


Id 


i 勤勤勤旣勤勤か 
一白白白白白白な 
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• アップデートインス!ルについて 

すでに ESMPRO / ServerManage^V 
ンストールされている場合は、システ 
ムの調査終了後にちのメッセージが表 
示されます。画面の指示に従って処理 
してください。 


なお、 ESM/ServerManager Ver .2.0/2.1. または ESMPRO / Se 「 ve 「 Manage 「 Ve 「.2.6/ 
3.0〜 3.4/3/7 J ： i 外のバージョンがインストールされている場合にはアップデートインス 
I -ールは行えません。対応するバージョンのセットアッププ□グラムを使用してアンイ 
ンストールした後にインストールを行ってください。 

• OS のアップグレードを行う場合 

Windows NT 4.0にすでに ESMPRO / ServerManage ^ VVX 卜ールされている環境か 
ら Windows 2000への上書きインストールを行うときは、その前にいったん ESMPRO / 
36「ソ6「1\/|311396「を削除してください。 

その後、改めて[51\/1ド1^0/56「ソ6「1\/1311396「のィンストールを行ってください。 


インストール手順 

ESMPRO / Se 「 ve 「 Mamge 「は次の手順で管理コンピュータにインストールします。 

1. Windows 2000/Windows NT 4.0の場合は、 Administrator 権限を持つユーザーで□グオンす 
る。 

2. CD-ROM ドライブ(ここでは Q ドライブとして説明します）に本体(こ添付の r バックアップ CD- 
ROM」 をセットする。 

3. [スタート]をクリックし、[ファイルをを指定して実行]をクリックする。 

4. セットアッププ□グラムを実行する。 

• Windows 9己/ 98/Me の場合 

さ)前の欄に rQ:¥nec¥Win¥ESMPRO.SM¥MGR9 日 ¥setup.exe」 と半角で人力し、 [OK] をク 
リックする。 

• Windows 2000/Windows NT の場台 

さ)前の欄に rQ:¥nec¥Win¥ESMPRO.SM¥MGRNT¥setup.exe」 と半角で人力し、 [OK] をク 
リ 、ソク する。 

已. [インス!ル]をクリックし、[次へ]を 
クリックしてください。 

じ(降はダイア□グボックス中のメッセ ー 
ジ(こ従って操作を進めてください。 

セットアップが終了するとインストール 
の完了を知6せるダイア □ グボ、ソクスが 
表示されます。 
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サ-ピスを咎 が態 スタ-トアが 


停化軌 


白動1巧！ 


閉じるが 


ヘルフ化） 


目. [0 K] をクリックし、 
る。 


システムを再起動す 


み 


回 


インスト-ルげ完了しました。 
ESMPRO/Server M 3031 


Man が^するに I 


:は再起旣が必要です。 


£31\/1ド1^0/56「ソ6「1\/1311396「のアンインストールの方まについて説明します。 

アンインストール前のま意事項 

アンインス I -ールを始める前に次のを意事項をお読みください。 

• Windows 9 日 / 98/Me の場合 

すでに ESMPRO / Netvisor がインストール済みである場合は、 ESMPR 0/ 
36「ソ6「1\/|311396「のアンインス I ―ルを行う前に、次の手順に従って ESMPRO/Netvisor 
のサービスを停止させてください。サービスの停止を行わな<てちアンインス I -ールで 
きますが、セットアッププ□グラムの起動にかなりの時闇がかかることがあります。 

1 . [スタート]か6、[プログラム]- 
[ESMPR0] の順でポイントし、[サービ 
ス制御]をクリックする。 

[サービス制御]ダイア □ グボ、ソクスが表 
示されます。 


2 . —覧に表示されているすべてのサービス 
を停止する。 




何らかのサービスが起動していると、アンインストール処理が遅くなることがあります。ア 
ンインストールを行う前にスタートボタンから[プログラム]-に SMPR 0] をポイントし、 
[サービス制御]をクリックし表示されたダイアログボックスで一覽に表示されているすべ 
てのサービスを停止させてからアンインストールしてください。 


• E S M P R 0 / A C t i V e R e C 0 V e 「 y M a n a g e 「、 CLUSTERPRO/ 
ActiveRecoveryManager 、 および ESMPRO/AlertManager との共巧時のアンイ 
ンス I ルについて 

上記製品をインス I -ールしている場合は、これらを先にアンインス I -ールしてから 
£31\/1ド1^0/56「ソ6「1\/1311396「をアンインストールしてください。 

• 他の ESMPR0 製品との共巧時のアンインス I ルについて 

ESMPRO / Se 「 ve 「 Manage 「と他の ESMPRO 製品が共存している場合に ESMPRO / 
36「ソ6「1\/|311396「をアンインス I ルした場合は、システムを再起動してから使用を再開 
してください。 


因サザス制柳 


アンインス I ル 


器； 

asa . 


誇おお化おお耗 

® 開閲開閲開閱巧 


-d 


i 勤勤勤勤勤勤か 
I 白白白白白白な 


e 


ii : r w ザ S - 
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♦ ESMPR 日 / Netvisor との共存時に、 ESMPRO/Netvisor をアンインス!ルした場 
合について 

£31\/1ド1^0/56「ソ6「1\/1311396「と[51\/1ド1^0/^1:ソ倍〇「と[51\/1ド1^0/^1:ソ尼〇「ルータ管理をイ 
ンス I -- ルしている場合、 ESMPRO / Netvisor と ESMPRO / Netvisor ルータ管理をアン 
インス! -- ルし、 ESMPRO / Se 「 ve 「 Manage 「だけで運用すると、 オペレーション ウィン 
ドウが r 定:義ファイルじ不整合箇所が見つかりました。ファイル内容を修正するかファイ 
ルを削除してください。」と表示して起動できなくなります。 

ダイア□グボックスに表示されたファイルを削除すると起動できるようになります。削 
除対象となるファイルは riPM 1 . DEF 」 です。 

同様に、 ESMPRO / ServerManager ^ ESMPRO / NetvisorchESMPRO/Netvisor HUB 
管理をインストールしていたときじ、 ESMPRO / Netvisor と ESMPRO/Netvisor HU 目管 
理をアンインス I ルして ESMPRO / ServerManager だけで運用しようとすると、オペ 
レーションウィンドウが r 定義ファイルに不整合箇所が見つかりました。ファイル内容を 
修正するかファイルを削除してください。」と表示して起動できなくなります。 

この場合もダイア□グボックスじ表示されたファイルを削除すると起動できるようにな 
ります。次のファイルが削除対象になります。 

AT 310 EM 1 .DEF 
ATHU 巨 M 1 .DEF 

この他の組み合せでも ESMPRO / Netvisor と他の ESMPR 0 関連製品を同時にインストー 
ルしている状態から、 ESMPRO / Netvisor のみをアンインストールした場合や AMIB 走:義 
ファイルを ユーザーが 独自に作成している場合に、オペレーションウィンドウが起動で 
きなくなることがあります。この場合もダイア□グボックスに r 定義ファイルに不整合箇 
所が見つかりました。ファイル内容を修正するかファイルを削除してください。」という 
メッセージとともに該当ファイルをを表示します。該当ファイルを削除あるいは修正し 
てください。 


アンインス I -ール 

アンインス I -ールするときは次の手順に従ってください。 

1. ESMPR0 フォルダを開いている場合はフォルダを閉じる。 

2. 「インストール」の「インストール手順」を参照して ESMPRO/ServerManager のセットアッププロ 
グラムを起動する。 

[処理の選択]ダイア□グボックスが表示されます。 

3. [アンインストール]をクリックし、[次 
へ]をクリ 、ソク する。 

じ(降はダイア□グボックス中のメッセ ー 
ジに従ってアンインストールしてくださ 
い。 
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インスト_ル後の補足説明 


[51\/1ド1^0/56「ソ6「1\/131196「をインストールした場合は、次の点じついて確1忍してください。 

本装置の監視について 

Linux がインス I -ールされている装置を監視するには、 Ve 「3.81 U 上の製品が必要です。 
必ず Linux 製品（本製品）に添付の r バックアップ CD - ROM 」 じ格納されている ESMPRO / 
56「ソ6「1\/13り396「を使用してください。 


ディスクアレイ監視について 

Linux システム上の Mylex ディスクアレイシステムの監視は、アラート通報による状態監視の 
み巧能です。（本装置ではディスクアレイをサポートしていません。補足として説明してい 
ます。） 

データビューアで、 Mylex ディスクアレイシステムの構成-状態を参照することはできませ 
ん。 


型名 

ディスクアレイコント□—ラボードの種類 

管理ツールの種類 

N 8 103-52 

Mylex AcceleRAID 160 


N 8 103-53 

Mylex AcceleRAID 3 己2 


N 8503-12 

Mylex DAC 960 PDU 


N 8503-18 

SCSI コント□-ラ(ディスクアレイ用） 


N 8503-19 

Mylex DAC 960 PG (4 M 目 SIMM ) 


N 8己 03-28 

Mylex DAC 960 PG (32 MB SIMM ) 


N 8己 03-36 

Mylex DAC 960 PJ 

Global Array Manager ( Client ) 

N 8503-36 A 

Mylex DAC 960 PJ 


N 8503 -43 

Mylex DAC 1164 P (3 チヤネル） 


N 8己 03-44 

Mylex DAC 960 PTL 


N 8己 03-49 

Mylex DAC 1164 P にチヤネル） 


N 8503-52 

Mylex AcceleRAID 160 


N 8503 -53 

Mylex AcceleRAID 352 



表は ESMPRO がサポートするディスクアレイコント□ーラボードです。 

を装置がサポートするディスクアレイコント□ーラボードと異なる場合があります。 


ESMPRO / ServerManage^'Windows NT/Windows 2000のエージェントのデイスクアレ 
イを監視するためには、ディスクアレイコント□ーラの製造元が提供する管理ツールをイン 
ス I -ールしておかな<てはなりません。 

使用するディスクアレイコント□ーラボードに合わせて次の管理ツールをインストールして 
ください。 





















旧パ’ージョンの ESM エージェントの管理を行う場合 

この[51\/|ド1^0/56「ソ6「1\/|311396「で|日バージョンの[51\/|ド1^0/56「ソ6「八96がを使用している 
サーバも管理できます。ただし、表示できない項目があります。 

ESMPRO/ServerAgent 側も最新バージョンにアップデートすることをお勧めします。 

セキュリティについて (Windows 2日00 /Windows NT 4.0のみ） 

ESMPRO/Se「ve「Manage「を使用するためのセキュリティとして、 ESMPR0 ユーザーグ 
ループを設定してください。管理ツールのユーザーマネージャで ESMPR0 ユーザーグルー 
プを作成し、ESMPRO/Se「ve「Marage「を使用するユーザじ、この権限を与えてください。 
使用する ESMPR0 ユーザーグループはインスI — ル時に指定し、既定:値 「NvAdmin」 となっ 
ています。 

また、このセ羊ュリティを有効に機能させるためにESMPRO/Se「ve「Mamge「はNTFSのド 
ライブにインスI-ールすることを推奨します。 

ESMPR0 ユーザーグループをグ□ーバルグループとして登録する場合は、同じを前の□一 
カルグループが存在しないようじしてください。また、バックアップドメインコント□ーラ 
の場合は必ずグ□ーバルグループを指をするようにして<ださい。 

他社製 SNMP 管理アプリケーションとの共巧について 

SNMP トラップの受信を行う他社製 SNMP 管理アプリケーションと ESMPR 0/ 
Se「ve「Manage「とが共存している場合は、トラップ受信ポートの競合が発生し、どちらか一 
方の製品で SNMP トラップを受信できな<なることがあります。そのような場合は、下記に 
示す方まで回避することができます。 

【回避策1 ](Windows 2000 /Windows NT 4.0のみ） 

他社製 SNMP 管理アプリケーションが OS 標準の SNMP Trap Service を使用したトラ、ソ 
プ受信をサポートしている場合は、£31\/1ド民0/56「ソ6「1\/1311396「の設をを夕に説明する方 
まで変更することで回避することができます。 

£31\/1ド1^0/56「ソ6「1\/1311396「のオぺレーションウィン ドウから [オプション] 一[カスタマ 
イス ー [自マネー ジャ] でに NMP トラップ受信方法]をに NMP トラップサービスを使用 
する]に変更する。 

■: SNMP トラップサービスは SNMP サービスを組み込むことで同時に組み込まれますが、 

初期状態ではサービスは開始していません。コントロールパネルのサービスを起動し、 

- SNMP Trap Service を開始させてくださし、(スタートアップの種類を[自動]に設定:して 

おくと便利です)。 

ただし、 W 下の制限があります。 

• NetWare サーバからの1ド乂プ〇トコルじよるトラップを受信した場合、発信元のホス 
卜を(サーバを)を特定できません。 

• オペレーションウィンドウの[オプション]一[カスタマイズ]一[動作環境]で設定す 
る、 SNMP コミュニティをによるトラップパケットの受信制限機能が使用できなく 
なります。 
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【回避策 2 】 

次に説明する ESMPRO/ServerAgent の「高信頼性通報機能*」を使うと、 ESMPRO/ 
36「ソ6「1\/1311396「のアラート受信機能を正常に動作することができます。 

• サーバか 6 ESMPR 0/ ServerManager へのアラート転送を独自プロトコルで送信することじよ 
り、アラートを確実(こ転送する機能。 

設定!手順については[51\/|ド1^0/56「ソ6「1\/|311396「のマニュアルを参照してください。ただ 
し、じ(下の制限があります。 

参他社製 SNMP 管理アプリケーションの SNMP トラップ受信機能の動作は保証できま 
せん。 

• ESMPRO/Se「ve「Agerit(NetWa「e 赋では高信頼性通報機能をサポートしていませ 
ん。 

• ESM/ServerManager Ver.1.0 のエージェントでは高信頼性通報機能をサポートし 
ていません。 

• アラート通報先として設定可能な数はエージェントのバージョンによります。 

Ver.2.0/2.1 : 1力所 

Ver.2.6 : 16力所 

Ver. 3.0〜 3.8 : 上限なし 

ESMPRO/ActiveRecoveryManager および CLUSTERPRO / 
ActiveRecoveryManager との共巧時の運用について 

同ーマシンに ActiveReco very Manager の仮想 IP アドレスを使用するプ□グラムと 
ESMPRO/Se「ve「Manage「が共存する場合は、ESMPRO/Se「ve「Manage「が正常に動作で 
きないことがあります。£31\/1ド民0/56「ソ6「1\/1311396「を使用するときには仮想1ドアドレスを使 
用するプ□グラムを停止してください。 

Remote Wake Up 機能を用いて起動されるシステム側の運用上のま意 

Remote Wake Up 機能を利用してシステムの電源を ON じするとき、システムの起動ドライ 
ブが正しく設定されていなかったり、フ□、ソピーディスクドライブじフ□、ソピーディスクが 
投:入されたままの状態になっている場合にはシステムが起動できない場合があります。 

サスペンド/リジューム機能を要するマシンでの動作について 

サスペンド/リジューム機能を使用すると、ESMPRO/Se「ve「Manage「の動作が不安定じな 
る場合があります。この場合はサスペンド/リジューム機能を使用しないでください。 

Windows か!5 □ グオフする場合 

データビューアを停止後□グオフしてください。データビューアを起動したままの状態で □ 
グオフすると、ポップアップメッセージが表示される場合がありますが、メッセージを閉じ 
ると□グオフすることができます。 



データビューアか 5 の DMI による電圧のしきい値設定について 

データビューアから DMI による電圧のしきい値設定を行う場合、操作が完了してから設定が 
反映されるまでに多少時間がかかることがあります。 

また、 DMI コンポーネントがインス I ルされたマシンが電圧のしきい值設定に対応してい 
ない場合、しきい値設定に失敗します。 

グラフビューアの動作について 

グラフビューアを起動後すぐに最小化して、タスクバー上のグラフビューアのアイコンをク 
リックしても、警告音が鳴り、グラフビューアが元のサイズに戻らないことがあります。こ 
の現象はグラフビューアの初期化処理中に発生しますが、何回か操作を繰り返せば元のサイ 
ズじ戻すことができます。 

マネージャ間通信での DMI イベントの輯送について 

マネージャ間通信では DMI イベントは転送しません。 

他の DMI 管理アプリケーションとの共存について 

他の DMI 管理アプリケーションが同ーマシンにインストールされている場合、データビュー 
アでの DMI 情報の表示やアラートビューアでの DMI イベン 卜の受信が正常に動作しないこと 
があります。 

ESMPRO / Se 「 ve 「 Manage 「と他の DMI 管理アプリケーションは共をさせないようにしてくだ 

さい。 

複数のネットワークに属する ESMPRO / ServerManager マシンでの DMI イベントの受信について 

複数のネ、ソトワークじ属する(複数の IP アドレスを持つ)マシンに ESMPRO/ServerManager 
をインス I ルした場合 、 Windows NT 4.0 では同じイベントを重複して受信することが、 
Windows 95/98/ Me ではイベントを受信できないことがあります。 

Express 5800シリーズからの障害通報には SNMP トラップを使用してください。 

複数のネットワークに属ずる ESMPRO / ServerAgent マシンか！5の DMI イベントの受信について 

複数のネットワークに属する(複数の IP アドレスを持つ)マシンからの DMI イベントは受信で 
きないことがあります。 

Express 5800シリーズからの障害通報には SNMP トラップを使用してください。 

DMI コンポーネントのインス I -ールされたマシンの管理について 

ESMPRO / Se 「 ve 「 Manage 「 ttDMTF(Desktop Management Task Force ) が規定:している 
DMKDesktop Management Interface ) 2.0 Conformance Requirements (こ対化、してし^ま 
す。 
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データビューアではじ(下の MIF グループから情報を取得しています。 


DMTF I Processor 1001 -009 

DMTFl Dynamic States1 00 1-0 日 2 

DMTF I System Memory SettingsiOOl 

DMTF I Portable Battery 1001-002 

DMTFl Motherboard 1 001 

DMTF I System Resources 1 001 

DMTF|Keyboa 「 d|001-003 

DMTF I System Resources 21001 

DMTF I Mouse 1001-004 

DMTF I System Resource IRQ lnfo|001 

DMTF I Pointing Device|001 

DMTF I System Resource DMA InfoiOOl 

DMTF I Parallel Ports|001-003 

DMTF I System Resource I/O lnfo|001 

DMTFlSerial Ports|001-004 

DMTF I System Resource Memory Info 1 001 

DMTF|Disks|001-003 

DMTF I System Resource Device lnfo|001-002 

DMTF I General Information! 001 

Health Contributor!Disk Space|0 日 1 

DMTF I Memory DevicelO01-004 

Health Contributor!Disk Failure Prediction|001 

DMTF I Memory Array Mapped Addresses|001-002 

Health Contributor!Parity Error Detection 1001 

DMTF I Memory Device Mapped Addresses!001-002 

Health Contributor!Virtual Memory|001 

DMTFlPhysical Memory Array|001-002 

Health Contributor|Fans|001 

DMTFlOperating System1 001 

Health ContributorlTemperatures|001 

DMTFlPhysical Container Global Table|001-002 

Health Contributor!Voltages1001 

DMTF I System BIOS 1 OOI 

Health Contributor! Intrusion Detection1001-002 

DMTF I System Cache 1001-003 

Health Contributor!POST Error Detection 1001 

DMTF I System Slot|001-004 

Health Contributor!Boot Virus Detection1 001 

DMTFiVideo BIOS|001 

InteliBaseboard Extensions|001 

DMTF|Video|001-004 

Intel I Memory Cont 「 oller|001 

DMTF I Network Adapter 802 Port 1 001 

IntellVideo Extensions|001-002 


DMTF I Network Adapter D 「 iver|001 

Intel I Driver lnfo|001-002 

DMTF I Power Supply|001-002 

Intel I Mouse Extensions! 001-002 

DMTF I Cooling Device|001-002 

Intel I Keyboard Extensions 1001-002 

DMTFiDisk Controller|001-002 

Intel I Waveform Audio|001-002 

DMTFlDisks Mapping Table|001 

IntellMIDI Audio|001-002 

DMTF|FRU|001-002 

IntellAuxiliary Audio|001-002 

DMTFlOperational State1001-003 

Intel I Driver Information! 002 

DMTFlMass Store Mapping TableiOOl 

lntellGetOSType|001 

DMTFlMass Store Segment Table|001 

IntellGetOSVersion 1001 

DMTFlMass Store Logical Drives Tablei 日 01 

Intel I EnvironmentVars 1001 

DMTFlMass Store Array Info Table|001 

Intell NTUserEnvironmentVars|001 

DMTFiBus Global Table|001-002 

lntel|\A/inTasks1 61002 

DMTFlPhysical Expansion Sites Table|001-002 

Intel I WinTasks 321002 

DMTFl Power Unit Global Table|001 

Intell ProcessList|002 

DMTFiCooling Unit Global Table! 日 01 

Intell NTDrivers 1001-002 

DMTF I Partition 1001-002 

Intell DeviceDrive に hain 1002-003 

DMTFlLogical DriveslOOl 

Intell Driver Extensions|001 

DMTF I Temperature Probe|001 

lntel|TCPIP|001 

DMTFiVol ね ge Probe|001 

Intell NetConne な ions 1001 

DMTFlPhysical Memory 1001-002 

Intel I System Resources Extensions! 001 

DMTF I Monitor Resolutions|002 

LANDesk I Software 1 001 



アラー トビ ユーアでは JU 下の MIF グループの Event を 受信し ます。 


EventGenerationiDMTF へへ Cooling Device 
EventGenerationiDMTF へへ Disk Controller 
EventGenerationiDMTF へへ Disks 

Event 日 enerationiDMTF へへ Mass Store Logical Drives Table 
EventGenerationiDMTF へへ Physical Container Global Table 
EventGenerationiDMTF へへ Physical Memory Array 
EventGenerationiDIVlTF へへ Power Supply 
EventGenerationi DMTF へへ Processor 
EventGenerationl DMTF へへ Temperature Probe 
EventGenerationiDMTF へへ Voltage Probe 
EventGenerationl Intel へへ Baseboard Fans 
EventGenerationi Intel へへ Baseboard Temperatures 
EventGenerationl Intel へへ Boot Virus Detection 
EventGenerationl Intel へへ Chassis Fans 
EventGenerationl Intel へへ Chassis Temperatures 
EventGenerationl Intel へへ Disk Failure Prediction 
EventGenerationl Intel へへ Disk Space 
EventGenerationl Intel へへ Intrusion Detection 
EventGenerationl Intel へへ Parity Error Detection 
EventGenerationl Intel へへ POST Error Detection 
EventGenerationl Intel へへ Processor Fans 
EventGenerationl Intel へへ Processor Temperatures 
EventGenerationl Intel へへ Virtual Memory 
EventGenerationl Intel へへ Voltages 

アラートビューアでは DMI Event のすべてを受信しますが、上記グループじ(外か、上記グ 
ループでも DMTF 標準あるいは NEC 拡張外の Event Type を持つ場合は、アラートタイプ 
は Unknown となり、データビューアとの連携は不可となります。 

2枚で構成されている DAC 9 目0ボードの監視について 

ESMPRO / ServerManagerr 、 DAC 960ボードが2枚で構成されているシステムを監視する 
場合、「システムドライブ」の一般情報画面にある r システムドライブを構成するユニット」の 
項目に情報が表示されないことがあります。 

高負荷状態での ESMPRO/ServerMana 呂 er の使用について 

CPU 使用率100%の状態が長く続いた場合など、非常に高負荷な状態で運用した場合、 
「ESMBase Service と通信できなくなりました」というメッセージが表示される場合があり 
ます。 

通常 ESMPR 0 アプリケーションは ESM Base Service との通信を行っていますが、高負荷 
のため通信がタイムアウトで切断されてしまった場合に、このメッセージが表示されます。 
このメッセージが表示された場合は、マシンの負荷を下げてから再度アプリケーションを起 
動してください。 

DHCP の使用について 

ESMPR 0/ Se 「 ve 「 Mamge 「 ttlP 7 ドレスを元に管理を行っています。そのため IP アドレスが 
動的に変わる DHCP は使用できません。 
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ESMPR 日/ ServerManager と ESMPRO/ServerAgent 間のパケットの送受信について 

[51\/1ド1^0/56「ソ6「1\/|311396「と[51\/|ド1^0/56「ソ6「八96が間では、下のようなタイミングで 
パケットの送受信が行われます。 

WAN での接続など、課金が問題となるようなシステムでの運用には十分ごを意<ださい。 
• オペレーションウィンドウによるサーバの自動発見時 

• オペレーションウィンドウによるサーバの定常的な自動発見を設をした後(指定されたイ 
ン ターパル おき） 

• オペレーションウィンドウより DMI エージェントがチェックされているサーバの削除を 
行ったとき 

• オペレーションウィンドウより DMI エージェントの登録を行ったとき 
• オペレーションウィンドウより DMI エージェントを Off にしたとき 
• オペレーションウィンドウより DMI エージェントを On にしたとき 
• オペレーションウィンドウより Remote Wake Up 実行時 
• オペレーションウィンドウよりマネージャ間通信の設定後(不を期） 

• SNMP トラップ受信時 

• DMI イベント受信時 

• 0 S 起動時、オペレーションウィンドウに登録されているすべての DMI エージェントに対 
して 

• データビューア起動後(約1分おき） 

• グラフビューア起動後(約1分おき） 

• 統計情報自動収集設定後、指定されたサーバに対して指定されたインターバルで 
• サーバ状態監視のための約1分おきの定期的なポーリング * 

* オペレーションウィンドウのサーバアイコンのプ□パティで、「サーバ状態監視」を Off にする 
ことじより回避することができますが、オペレーションウィンドウ上のアイコンの色にサーバ 
の状態が反映されな<なります。 

PCI ホットプラグについて 

データビューアによりサーバ情報を参照中に、 PCI ホ、ソトプラグにより当該サーバの構成を 
動的に変更した場合は、データビューアのツリーの再構築を行ってください。 

なお ESMPRO / ServerAgent のトラップ送信先に ESMPRO / Se 「 ve 「 Manage 「マシンを登録 
済みであれば、構成変更のタイミングで 「 Slot 状態」に関するトラップが ESMPRO / 
36「ソ6「1\/1311396「に送信されるため、 ESMPRO / ServerAgent マシンの構成が変更されたこ 
とを[51\/1ド1^0/56「ソ6「1\/1311396「側で知ることができます。 

アラー トビ ユーアの オプション設定について 

アラートビューアのオプション設定を変更し [0 K ] をクリ、ソクした後に、アラートビューア 
を起動したまま 0 S のシャットダウンを行うと、変更された設をが保存されません。 

設定変更後 0 S のシャットダウンを行う前に、アラートビューアを終了させてください。 

SNMP トラップ送信巧の設定について 

SNMP Trap の送信先として127.0 .0. 1は設定しないでください。 



アラートビユーアに SNMP トラップを表示させないようにするには 

本パージョンでは、 ESMPRO / ServerAgent がインストールされていない機器からの SNMP 
トラップの 内容も アラー トビ ユーア 上に表示されます。この場合、 アラー トビ ユーアでの 夕 
イプ欄には 、 SNMP Trap と表示されます。 

これらの情報をアラートビユーアに表示させたくない場合は、 U 下の記述を 
$ WORKDIR ¥ public ¥ t 「 ap ¥ use 「. def に追力□してください。このファイルがない場合は、新 
規に作成してください。 ESMPRO / Se 「 ve 「 Manage ^ C :¥ P 「 og「am Files ¥ ESMPRO にイン 
ストールした場合、 $ WORKDIR は C :¥ P 「 og「am Files ¥ ESMPRO ¥ NVWORK となります。 

# SNMP トラップを受信しない。 


Enterprise: 

ネ 

Enterprise: 

ネ 

GenericCode: 

0 

GenericCode: 

4 
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SpecificCode: 
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0 
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本 
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GenericCode: 

5 
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ネ 

SpecificCode: 

ネ 

Logging: 

0 

Logging: 

0 

Enterprise: 

ネ 

Enterprise: 

ネ 
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本 

SpecificCode: 

ネ 

SpecificCode: 

ネ 

Logging: 
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Logging: 

0 

Enterprise: 

ネ 



GenericCode: 

3 
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>1= 



Logging: 
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Windows 9日(日 SR 2) デスクトップ管理ツールについて 

Windows 95( OSR 2) 付属のデスクトップ管理ツールと、 ESMPRO / Se 「 ve 「 Manage 「の DMI 
イベント受信機能は共存することができません。 

[ 回避策1】 

DMI じよるサーバの管理(イベントの受信)を行う必要がない場合は t (下の手順じより、 
ESMPRO / Se 「 ve 「 Marage 「の DMI イべント受信機能を使用しないようにしてください。 

スタートメニュ ー- ^プ□グラムー ESMPRO ーサービス制御を起動し 、 Dmi Event 
Watcher を働作していれ脱停止させ、「自動」起動から「手動」起動に変更する。 

この後 0 S の再起動を行う必要はありません。なお、本回避策を実行しても、 SNMP 卜 
ラップは通常どおりアラートビューアに表示されます。 
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[ 回避策 2 】 


DMI によるサーバの管理(イベントの受信)を行う必要がある場合は t (下の手順により、デ 
スクトップ管理ツールを削除してください。 

1. スタートメニュ ー- ^プ□グラムー ESMPRO ーサービス制御で Dmi Event Watcher を 
(動作していれば)停止させ、「自動」起動から r 手動」起動に変更 

2. ここで 0 S の再起動 

3. コント□ールパネルーアプリケーションの追力□と削除でデスクトップ管理を削除 

4. ここで 0 S の再起動 

5. スタートメニュ ー- ^プ□グラムー ESMPRO ーサービス制御で Dmi Event Watcher を 
自動に変更 

6. ここで 0 S の再起動 

7. スタートメニュ ー- ^プ□グラムー ESMPRO ーサービス制御で Dmi Event Watcher が 
開始状態になっていることを磕認 

デスクトップ管理ツールは、 DMI 管理アプリケーションからの要求に応じて、動作して 
いるコンピュータの一般的な情報を返却するアプリケーションです。 

情報の参照を行う DMI 管理アプリケーションが特になければ、削除しても問題ありませ 
ん。 


ESMPRO / ServerManager での DMI 王ージェント監視について 


1台の DMI エージェントに対して、 DMI 管理マネージャ作 SMPRO / Se 「 ve 「 Manage「、Intel 
Landesk Client Manager など)から同時に複数アクセスすると、一時的に DMI エージェント 
からデータが返却されなくなり、データビューアのツリーが正しく表示されないことがあり 
ます。しばらく待ってからツリーの再構築を行ってください。 


ESMPRO ユーザーグループ(既定値 NvAdmin ) について 


ESMPRO / ServerManager は ESMPRO ユーザーグルース既定値 NvAdmin ) によリセ丰ュ 
リティの管理を行っているため、この情報にアクセスできないと起動することができませ 
ん>。 

W 下の点にごを意ください。 

• ESMPRO / Se 「 ve 「 Manage 「のインス l — ル後、 ESMPRO ユーザーグループの削除/を 
称変更等は行わないで<ださい。 

• ESMPRO ユーザーグループをグ □- バルグループとして登録している場合 ESMPRO / 
36「ソ6「1\/1311396「マシンの起動前にドメインコント0— ラが起動するようじ運用を行って 
ください。 



ESMPRO/Server Agent 

ESMPRO / ServerAgent は本装置に自動でインストールされる監視アプリケーシヨンです。ここでは 
ESMPRO / ServerAgent をマニュアルでインストールする方まやインストール時、インストール後のを意 
事項やセットアップの詳細について説明します。 


動作原境 


ESMPRO / ServerAgent を動作させることができる八ードウエア/ 0 S 環境は次の通りです。 

本書で説明しているアプライアンスサーバ本体 
下のパ、ソケージが必要です。 

• ucd-snmp 

• newt 

• slang 
参 portmap 

H-O ucd-snmp パッケージは、 ESMPRO / 
巨^ ServerA 呂 ent か5インストールを行いますのであ 
5かじめインスI-ールされている必要はありませ 
ん。 ESMPRO/ServerA 呂 ent をインストール後 
に ucd-snmp パッケージをアンインストールした 
場合は、 ESMPRO/ServerA 呂 ent の再インス 
トールび必要になりまず。 


ま意 • 制限事頂 


ESMPRO / ServerAgent を利用する上でのを意-制限事項を示します。 

• 監視機能は、機種によってサポートできないものがあります。 

• 0 S の仕様により情報が取得できないものは、 ESMPRO / Se 「 ve 「 Manage 「のデータ 
ビューアで r 不明」と表示されることがあります。また、 0 S の仕様じよって正しい情報が 
取得できないものは、データビューアに正しい情報が表示されないことがあります。 

• ディスクアレイ監視機能を動作させるためじは 、 Linux DAC 960 Drive 「パージョン 2.2.4 
が必要です。 

• 使用されているマシン環境によって、 GUI の設定ツールで露線が文字化けする場合があり 
ますが、それぞれの機能は問題なく使用できます。 

• 八ードディスクのリードセクタ数とライトセクタ数はサポートしていません。 


八ードゥエア 
ソフトウエア 
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セットアップの前準備 


インストールならびにセットアップの前に必ずお読みください。 

• portmap の起動確認 

ESMPRO/ServerAgent のインストールを行う前に、 portmap が起動していることを 
磕認してください。起動していない場合は、起動させてください。 


portmap の起動の手順は、下のとおりです。 


/ sbin/chkconfig portmap on 
/ etc / rc . d / init . d/portmap start 

• ucd - snmp のま意事項 

ESMPRO/ServerAgent のインストールを行う]: i 前に、 ucd-snmp をインストールし、 
snmp.conf もしくは snmpd . local.conf を変更した場合は、該当するファイルをを変えて 
保存してから、 ESMPRO/ServerAgent をインストールしてください。これは 
ESMPRO/ServerAgent のインストーラが ucd-snmpd のインス I ―ルを行う際じ、元の 
設をが失われることを防ぐためです。 

ESMPRO/ServerAgent をインス I —ル後、保存したファイルの内容を新しいファイル 
1こ&をしてく/し c •し"'〇 


インストール 〜 7 ニユアルインス I ル〜 


ESMPRO/ServerAgent は、2章の「セットアップ」に示す手順で自動的にインス!ルされ 
ます。ここでは、マニュアルでインストールする手順を示します。 

ESMPRO/ServerAgent のインストールには、インストールの方まによリタの2つの方まが 
あります。 

新規インストール手順 

1 . ro 饥権限のあるユーザーで□グオンする。 

2. 添付の r バックアップ CD - ROM 」 を CD - ROM ドライブ(こセットする。 

3. J ： rF の〕マンドを人力して CD - ROM をマウントする。 

mount / mnt/cdrom 

4. セットアッププ□グラムがあるディレクトリへ移動する。 

cd / mnt / cdrom / nec / Linux / esmpro . sa 2 

己.セットアッププ□グラムを実行する。 

./ESMins ね II 
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セットアッププ□グラムが起動し、次のメニューを表示します。 

1) Install 

2 ) Uninstall 

3) Exit 

巨. メニューの ri 」 を選択する。 

「3」を選択するとインストールを巧わずに終了します。 

ESMPRO / ServerAgent をインストールするディレクトリの入力を促すメッセージが表示されま 
す。 

ESMPRO _ SA _ DIR ==> 

7. 任意のディレクトリを指定する。 

何も入力せず(こ < Enter > キーを押すと J ： i 下のディレクトリ(こインストールします。 
/ opt / nec / esmpro_sa 

w-Ol® 

インス!ルディレクトリを入力ずる場合は、/で始まるフルパスで指定してください。ま 
た、/を指定しないでください。 

インストール終了のメッセージが表示されます。 

8 . システムを再起動する。 

インストールした ESMPRO / ServerAgent の機能は再起動後(こ有効になります。 


I ESMPRO/ServerA 呂 ent か 5ESMPR0/ServerMana 呂 er に通報を行うためには、再起動 
後に r 通報設定機制で通報手段の設定をずる必要びあります。通報手段の設定については、こ 
の後の説明を参照してください。 

U 上でインス I '''ールが終了します。 

更新インストール手順 

1 . ro 饥権限のあるユーザーで□グオンする。 

2. 添付の r バックアップ CD - ROM 」 を CD - ROM ドライブにセットする。 

3. ]:> (下の〕マンドを人力して CD - ROM をマウントする。 

ここではマウントポイントを r / mnt / cdrom 」 として説明します。 
mount / mnt/cdrom 

4. セットアッププ□グラムがあるディレクトリへ移動する。 
cd / mnt / cdrom / nec / Linux / esmpro . sa 2 

已. セットアッププ□グラムを実行する。 

./ESMinstall 
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セツトアッププ□グラムが起動し、次のメニューを表示します。 


1) Install 

2) Uninstall 

3) Exit 


6 . メニューの ri 」 を選択する。 

「3」を選択するとインストールを巧わずに終了します。 

次のメニューを表示します。 

1) Rebuild data 

2) Keep Current Setting 

3) Exit 

7. 現在の設定を残したまま更新インストールを巧う場合はに」を、すべての設定をクリアした状態 
で更新インストールを行う場合は、「1」を選択する。 

「3」を選択するとインストールを巧わずに終了します。 

8 . システムを再起動する。 

インストールした ESMPRO / ServerAgent の機能は再起動後に有効(こなります。 

wO^m 

すべての設定をクリアした状態で更新インストールをした場合は、 ESMPRO/ServerAgent 
か 5ESMPR0/ServerMana 呂 er に通報を行うために、再起動後に「通報設定機能」で通報手段 
の設定をする必要があります。通報手段の設定については、この後の説明を参照してくださし、。 


W 上でインストールが終了します。 


アンインストール 


次の手順に従って ESMPRO / ServerAgent をアンインス I ルします。 

1 . root 権限のあるユーザーで□グオンする。 

2. 添付の r バックアップ CD - ROM 」 を CD - ROM ドライブ(こセットする。 

3. J ： rF の〕マンドを人力して CD - ROM をマウントする。 

ここではマウントポイントを r / mnt / cdrom 」 として説明します。 

mount / mnt/cdrom 

4. セットアッププ□グラムがあるディレクトリへ移動する。 

cd / mnt / cdrom / nec / Linux / esmpro . sa 2 

己.セットアッププ□グラムを実行する。 

./ESMinstall 

セットアッププ□グラムが起動し、次のメニューを表示します。 

1) Install 

2) Uninstall 

3) Exit 
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巨. キーボードか6に」を選択する。 

「3」を選択するとアンインストールせずに終了します。 

7. 4章を参照して 0 S のブート監視機能を無効にする。 

W 上でアンインストールが終了します。 

I n-O アンインスI -- ル後に ESMPRO/ServerA 呂 ent を再インスI -- ルする場合は、インス 
Iルの前にシステムを再起動してください。 


ESMPRO/Server Agent へのアクセス 


ESMPRO / ServerAgent をお使いになる場合、障害情報の通報先を設をする必要がありま 
す。ここでは、 ESMPRO / ServerAgent へアクセスする方まについて説明します。 

1. 管理コンピュータか 6 Telnet コマンドを 
実巧し、 root で login する。 

例は、マシンをを 「 apple 」 とした場合のも 
のです。 

2. ESMPRO / ServerAgent のシステムディ 
レクトリ(こ移動する。 

cd / opt / nec / esmpro _ sa/bin 

監視機能や通報機能などは U 下のコマンドを実行することでメニューの選択や機能の設定が 
できます。 

ESMagntconf : 監視機能の設定： 一124ぺージ 

ESMamsadm : 通報機能の設定(必須） 一136ぺージ 

ESMpowersw : POWER スイ、ソチの設定 一135ページ 

使用されているマシンの環境によっては、選択画面の專線が文字化けする場合があります 
が、それぞれの機能は問題なく使用できます。 


# telnet apple 
Trying 10.1.1.1 

Connected to app 丄 e.surfnavi.com. 
Escape character is '. 
login ： root 
Password ： ******** 
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セットアップ〜監視機能〜 


ESMPRO / ServerAgent が提供する監視機能について説明します。アクセス方法については 
前ページを参照してください。 

全般プ□パティ 

この設を機能では SNMP に関する設定を行います。コント□-ルパネル ( ESMagntconf ) の 
r 全般」を選択して表示される[全般]プ□パティ画面で設をします。 

• マネージャか5の SNMP での設定を許可する 

マネージャから SNMP 経由でサーバの動作パラメータへアクセスする許巧を設定しま 
す。 

スぺース车一で設定します。 

参マネージャか5のリモートシャットタウン/リブートを許可する 

マネージャからサーパをリモートシャ、ソトダウンまたはリモートリブートする許巧を設 
走:します。「マネージャからの SNMP での設定を許巧する」が許巧されていないと「マネー 
ジャからのリモートシャットダウン/リブートを許可する」の許可を設をすることはでき 
ません。 

スぺース车一で設定します。 

• SNMP コミュニティ 

エージェントが□ーカルマシンの情報を取得する時に使用するコミュニティをを選択し 
ます。 

• ラックマウント 

ラックマウントをを設ちします。 

• 箇体識別 

[ S ねけ]をクリックすると崖体識別の機能(ランプ、ビープ音など)が作動し、 [ stop ] をク 
リ、ソクすると崖体識別の機能が停止します。 

[ stop ] をクリックしなくてもコント□-ルパネル ESMagntconf ) を終了すると崖体識別 
の機能は停止します。 

CPU 負荷監視 

ESMPRO / ServerAgent による CPU 負荷監視じついて説明します。 

CPU 監視により、 CPU 高負荷状態を早期に発見できます。 


機能説明 

ESMPRO / ServerAgent は高負荷状態の CPU を発見すると、 syslog へのメッセージ化力 
と、£31\/|ド1^0/56「ソ6「1\/|311396「へのアラート通報を行います。 ESMPRO/ServerManager 
のデータビューアを参照すると、異常状態の CPU を磕認できます。 
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CPU の負荷状態は、「個々 CPU」 と r サーバ1台」の2種類の単位で監視できます。そのため、 
個々の CPU じとらわれず、サーバ1台を1つのパッケージとして監視できます。 


設定 

監視間隔や監視対象となる CPU の選択、監視の有効/無効、および異常と警告のしきい値と 
開放値の設ちができます。設定は、コント□ールパネル (ESMagntconf) の rCPU 負荷」を選 
択して表示される rcpu 負荷」画面で行います。 

n-O 規定値では CPU の負荷監視は行われません。 CPU の負荷監視び必要な場合は、監視を行う 
ように設定を変更してください。 CPU 負荷率のしきい個ホ、基本的に変更する必要はあり 
ません。任意の値に変更することもでさまずび、値によっては頻繁に CPU 負荷に関するア 
ラートび通報されることも考え5れます。 CPU 負荷率のしきい値を変更する場合、システ 
ムの負荷によってアラートび頻繁に発生することびないような値を設定してください。 

♦ 監視間隔 

監視間隔を設定します。監視の単位は秒で、設定範囲は1〜60。選択できる値は60の約 
数となる値だけです。く t>、<i> 羊一で選択します。 

♦ 監視対象 

監視対象の時闇平均値を選択します。 <t>、 <1>车一で選択します。 

• CPU 

しきい値や監視の有効/無効などを変更する CPU を選択します。 「TOTALJorrCPUn 
(n 二1、2…)」のうち、いずれか1つしか選択できません。く^>、く^>丰一で選択します。 

♦ 監視する 

監視の有効/無効の設をを行います。チェック時は監視を行います。スペースバーで設定: 
します。 

• 異常/しきい値 

異常な高負荷状態になったと判をする値(％)を設定します。 

♦ 異常/開が値 

異常な高負荷状態から回復したと判をする値(％)を設をします。 

• 警告/しさい値 

警戒すべき高負荷状態になったと判をする値(％)を設をします。 

• 警告/開が値 

警戒すべき高負荷状態から回復したと判定する値(％)を設をします。 


msMPRO 


12己 





ストレージ監視 


ストレージデバイスを監視する機能の説明と設定方法について説明します。 
八ードディスク予防保守機能じより、障害の早期発見が可能じなります。 


機能説明 

ESMPRO/ServerAgent は、八ードディスクのエラー発生回数を一定間隔で取得し、あらか 
じめをめておいたしきい値との比較により八ードディスクの予防交換を判定します。特をの 
項目のエラー発生回数がしきい値を上回った場合、 syslog へのメッセージ化力と ESMPRO/ 
36「ソ6「1\/13り396「へのアラート通報を行います。ハードディスク予防保守機能により、エラー 
発生頻度が高い八ードディスクを認識できるので、「八ードディスクが故障するまえに予防 
巧換する」などの対策が行えます。 


エラー 種別 

説明 

Recovered Error 

S W (こよリリカノ \'一 された SCS 1関連エラー 

Not Ready Error 

HW が使用不可状態である場合のエラー 

Media Error 

Bad 目 lock などのメディアエラー 

Hardware Error 

SCSI コント□ーラが原因の HW エラー 


M-O • SCSI コント□—ラび原因の HW エラー八ードディスク予防保守機能で検出ずる監視項 
目ごとのエラー情報は、 ESMPRO / ServerMana 呂 er のデータビューアでは参照でき 
ません。また、予防保守判定の結果、「異常」ちしくは r 警告」の状態になってち、統合 
ビューアのサーノ CP イコン、データビューアの各アイコンの状態色は変化しません。 

• 八ードディスク予防保守機能で検出した障割よ、アラート通報もしくは syslo 呂に記録 
されたイベントでのみ認識できます。 


予防保守機能のしきい値判定は、4時間あたりの エラー 発生回数を元に行われます。そのた 
め、予防保守判をに使用する監視項目のデータは4時間ごとにリセ、ソトされます。 

I M-O J \- ドディスクを交換した場合、交換した八ードディスクに対して新たに監視を行うため、 
ストレージ監視をリセットずる必要びあります。 


設定 

コント□-ルパネル (ESMagntconf) の「ストレージ」を選択して表示される「ストレージ」画面 
で行います。 


M-O 八ードディスク予防保守機能は、規定値で r 有効」になっています。本機能は八ードディス 
クの信頼性を保つためには必須の機能です。「有効」のまま使用してください。 

なお、八ードディスク予防保守機能で用いるしきい個ま、 Express 已800シリーズにおけ 
る八ー ドディスクのエラー回数を管理する上で最適な値を規定値として設定しており、通常 
の使用においては変更ずる必要はありません。なん5かの理由によりしきい値を変更する場 
台、必ず保守員に相談の上、変更してください。 















♦ 監視間隔 

監視間隔を設をできます。監視間隔の単位は秒で、設を範囲は1〜3600。既を値は60 
(秒)。 

• デバイス ( HD ) 

設を対象のディスク選択します。 <t>、 <1>车一で選択します。 

• [しきい値]ボタン 

「しきい値」設を画面を開きます。 

♦ [リセット]ボタン 

デパイス監視をリセ、ソトします(ディスク交換時などじ実巧します)。 

♦ [ Default ] ボタン 

しきい値を既定値に戻します。 

• 「しきい値」画面 

-しきい値 

-しきい値の設をを行うエラーを指定します。 

く下>、く1>车一で選択します。 

-監視する 

それぞれのエラーに関して監視の有効/無効を設定します。チェック時は監視を行い 
ます。スへースノ、一で言たたします。 

-異常 

異常な状態になったと判定する値を設定します。 

-警告 

警戒すべき状態になったと判をする値を設ちします。 
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ファイルシステム監視 


ESMPRO/ServerAgent による装置のファイルシステム監視じついて説明します。 
ファイルシステム監視機能は、サーバのファイルシステムの管理と空き容量の監視を行いま 
す。ファイルシステムの空き容量を監視すると、空き容量の不足を早期に発見できます。 


機能説明 

ファイルシステム監視は、システムにマウントしているファイルシステムの空き容量を、 
ディスク使用率(％)もしくはディスク空き容量 (MB) のいずれかで監視します。 ESMPRO/ 
ServerAgent は空き容量の不足を横化すると、 syslog へのメッセージ止)力と、 ESMPRO/ 
36「ソ6「1\/13り396「へのアラート通報を行います。データビューアを参照すると、空き容量の不 
足したドライブを磕認できます。 


設定 

コント□-ルパネル (ESMagntconf) の r ファイルシステム」を選択して表示される「ファイル 
システム」画面で行います。 

n-O ファイルシステムの使用率、空き容量監視機能は、□—カルに接続された八ードディスク上 
のファイルシステムのみを監視対象とします。リモートでマウントしているファイルシステ 
ム、 CD - ROM やフ□ッピーディスクなどの八ードディスクがのファイルシステムは監視 
対象がとなります。 

• 監視間隔 

監視間隔を設定できます。監視間隔の単位は秒で、設を範囲は1〜3600。既定値は60 
(秒)。 

• ファイルシステム 

監視を行うファイルシステムを選択します。く t>、 く 1>车一で選択します。 

• 監視しない 

チェック時は、監視を行いません。スペースバーで設ちします。 

• 使用率監視 

チェック時は、使用率監視を行います。スペースバーで設ちします。しきい値および開 
放値は％単位で設ちします。 

• 空さ容量監視 

チェック時は、空き容量監視を行います。スペースバーで設ちします。しきい値および 
開放値は MB 単位で設定します。 

• 異常/しきい値 

異常な状態になったと判をする値を設定します。 






♦ 異常/開放値 

異常な状態から回復したと判定する値を設ちします。 

• 警告/しさい値 

警戒すべき状態になったと判をする値を設ちします。 

• 警告/開放値 

警戒すべき状態から回復したと判をする値を設ちします。 

ネットワーク ( LAN ) 監視 

ESMPRO/ServerAgent じよる装置の LAN 監視について説明します。 

LAN 監視機能じより、サーバの送受信パケットを監視できます。パケットの監視じより、回 
線の障害、回線の高負荷、サーバリソースの不足を発見できます。 


機能説明 

LAN 監視機能では、単位時間(監視間隔)に発生した破棄パケットやエラーパケットがをい場 
合、ネットワークに障害が発生したと判断して syslog へのメッセージを化力と、 ESMPRO/ 
56「ソ6「1\/|311396「へのアラート通報を行います。 

LAN に関する障害の判定は、監視閨隔中に発生した送受信パケット数に対する割合で行って 
いるので、一時的な負荷増大などによりメッセージが登録される場合もあります。メッセー 
ジが登録された場合でもすくに回復している場合は問題ありません。 

回復しなかった場合や頻繁に発生する場合は、ネットワーク環境(八ードウエアも含む)の確 
認や、負荷を分散してください。 


設定 

監視間隔やしきい値の設ををコント□-ルパネル作 SMagntconf) の 「LAN」 を選択して表示さ 
れる 「LAN」 画面で行います。 

♦ 監視間隔 

監視間隔を設をできます。単位は秒で、設定範囲は1〜3600。既定値は180(秒)。 

• 回線障害発生の割合 

アライメントエラー、 FCS エラー、车ャリアセンスエラー共通のしきい値を設定しま 
す。単位は％で、設定範囲は〇〜100。既を値は50(%)。 

• 送信リトライ発生の割合 

回線高負荷(送信リトライ）のしきい値を設ちします。単位は％で、設定範囲は10〜 
5096。既走:値は35(%)。 

• 送信アボート発生の割合 

回線高負荷(送信アボート）のしきい値を設ちします。単位は％で、設定範囲は10〜 
5096。既定値は35(%)。 
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ディスクアレイ監視 


ESMPRO/ServerAgent によるディスクアレイ監視について説明します。 

ディスクアレイ監視機能により、サーバのディスクアレイの状態監視が行えます。 


機能説明 

ディスクアレイ監視は、システムのディスクアレイシステムを監視し、八ードディスクの障 
害を横化します。 

ディスクアレイ監視機能は、 Mylex ディスクアレイドライバ (Linux DAC960 Driver) が作成 
する□グファイルン proc/rd 下)を一定閨隔で参照してディスクアレイシステムの状態に関す 
る情報を取得します。 

ESMPRO/ServerAgent は八ードディスクの障害を横化すると、 syslog へのメッセージ化力 
と、£31\/1ド1^0/56「ソ6「1\/13り396「へのァラート通報を行います。 


ミ凡 々 

欧疋 


コント日ールパネル作 SMagntconf) の 「Mylex」 を選択して表示される 「Mylex」 画面で行いま 
す。 


• 監視間隔 

監視闇隔を設をできます。監視闇隔の単位は秒で、設を範囲は10〜3600。既を値は60 
(秒)です。 





温度監視 

ESMPRO / ServerAgent による装置内部の温度監視について説明します。温度監視により、 
サーバ内の温度異常(高温-低温）を早期に横化できます。 

機能説明 

ESMPRO / ServerAgent は温度異常を橫出!すると、 syslog へのメ、ソセージ止!力と、 
[51\/1ド1^0/56「ソ6「1\/|311396「へのアラート通報を行います。£31\/1ド1^0/56「ソ6「1\/|311396「の 
データビューアを参照すると、障害の発生したセンサを磕認できます。 

また、障害の度合いに応じて、継続運用が危険な場合にはサーバをシャットダウンします。 
さらに、運用中に温度センサが故障した場合には、故障したセンサを自動的に監視対象外に 
しています。 


設定 

コント□—ルパネル ( ESMagntconf ) の r 温度」を選択して表示される「温度」画面で行います。 


ヴーバ稼働中、 ESMPRO / ServerA 呂 ent は常にヴーバの温度を監視しまず。温度監視の 
しきい値ホ、それぞれの装置ごとに最適な値び設定されています。そのため、通常の運用に 
おいてはしきい値を変更しないでください。 


• 温度センサ 

監視を行う□ケーシヨンを選択します。く t >、 く 1>车一で選択します。 

♦ 監視する 

監視を行う□ケーシヨン毎に、監視の有効/無効を設定します。チェック時は監視を行 
います。スペースバーで設ちします。 

• 異常高温/しきい値 

異常高温のしきい値を設ちします。本値を超えると高温異常通報を行います。 

• 警告高温/しさい値 

警告高温のしきい値を設ちします。本値を超えると高温警告通報を行います。 

• 警告低温/しさい値 

警告低温のしきい値を設ちします。本値を下回ると低温警告通報を行います。 

• 異常低温/しきい値 

異常低温のしきい値を設ちします。本値を下回ると低温異常通報を行います。 

をしきい値は次の大小関係に従います。大小関係が不正の場合は、コント□ールパネルから 
エラーが表示され、設定は許可されません。を値の大小関係は、次のとおりです。 

異常高温しきい値 > 警告高温しきい値 > 警告低温しきい値 > 異常低温しきい値 
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電圧監視 


ESMPRO / ServerManager 、 ServerAgent を利用して、サーバの電圧を監視できます。電 
圧監視じより、電圧変動などサーバが異常状態となった場合に迅速に対応できます。 


機能説明 

ESMPRO / ServerAgent は電圧異常を橫出!すると、 syslog へのメ、ソセージ出!力と、 
[51\/|ド1^0/56「ソ6「1\/|311396「へのアラート通報を行います。£31\/|ド1^0/56「ソ6「1\/|311396「の 
データビューァを参照すると、障害の発生したセンサを確認できます。 

また、障害の度合いに応じて、継続運用が危険な場合にはサーバをシャットダウンします。 


ミ几 々 

巧疋 

コント□-ルパネル作 SMagntconf ) の r 電圧」を選択して表示される「電圧」画面で行います。 

M-O サーバ稼働中、 ESMPRO/ServerA 呂 ent は常にサーバの電圧を監視します。電圧監視 
は、規定値では r 監視を行う」設定となっています。また、しきい値もそれぞれのサーバに 
最適な値び設定されていまず。そのため、通常の運用において監視状態、しきい値を変更し 
ないで < ださい。 


電圧センサ 

監視を行う□ケーシヨンを選択します。く t >、 く1>キーで選択します。 

監視する 

監視を行う□ケーシヨンごとに、監視の有効/無効を設定します。チェック時は監視を行 
います。スペースバーで設定します。 

上限異常/しきい値 

上限異常のしきい値を設定します。本値を超えると上限異常通報を行います。 

上限警告/しさい値 

上限警告のしきい値を設定します。本値を超えると上限警告通報を行います。 

下限警告/しさい値 

下限警告のしきい値を設ちします。本値を下回ると下限警告通報を行います。 

下限異常/しきい値 

下限異常のしきい値を設ちします。本値を下回ると下限異常通報を行います。 






OS ストール監視 


ESMPRO/ServerAgent の OS スIル監視について説明します。 

スI-ール監視により、自動•無人運転で運用しているシステムじおいて、システムストール 
発生時のサーバ停止時間-業務への影響を最小限におさえることができます。 


機能説明 

ESMPRO/ServerAgent はサーバじ装備されているウオ、ソチドックタイマ（ソフトウエアス 
I-ール監視用タイマ）を定期的に更新することにより、 0S の動作状況を監視しています。 
0S のスI-ールなどにより応答がなくなリタイマの更新が行われなくなると、タイマがタイ 
ムアウトして自動的にシステムの再起動を行います。システムの再起動後にストールが発生 
したことを橫化し、 syslog へのメ、ソセージ化力と[51\/^1^0/56「ソ6「1\/|311396「へのァラート 
通報を行います。 


ミ几 々 

巧疋 

スI-ール監視のタイムアウト、更新時間およびストール発生時の動作を設ちします。 

コント日ールパネル (ESMagntconf) の 「WDT」 を選択して表示される 「WDT」 画面で行いま 
す。 

• ストール監視機能を使用する 

ストール監視機能を使用する/しないを設ちします。スペースバーで設ちします。 

♦ タイムアウト時間 

システムがストールしたと判定する時間を設定します。単位は秒です。 

• 更新間隔 

タイムアウト時間のタイマを更新する間隔を設定します。単位は秒です。 

• タイムアウト時の動作 

タイムアウト時の動作を設定します。く t>、 く^ >车一で選択します。 

• タイムアウト後の動作 

タイムアウト後の動作を設定します。く t >、 くキーで選択します。 
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シャットダウン監視 


ESMPRO/ServerAgent のシャットダウン監視について説明します。 

シャツトダウン監視機能により、シャツトダウン処理が正常に行われたかどうかを監視でき 
ます。 


機能説明 

ESMPRO/ServerAgent は、 0S のシャツトダウン処理が正常に終了するかどうかを監視し 
ます。 

シャツトダウン実行中にストールが発生した場合、システム起動後にストールが発生したこ 
とを橫出Iし、 syslog へのメッセージ出!力と、£31\/1ド1^0/56「ソ6「1\/1311396「へのァラート通報 
を行います。 


設定 

シャットダウン監視の設定を行います。コント□-ルパネル作 SMagntconf) から設定しま 
す。 

• シャットダウン監視機能を使用する 

シャットダウン監視機能を使用する/しないを設ちします。スペースバーで設ちしま 
す。 

• タイムアウト時間 

タイムアウト時間を設定します。単位は秒で、設定巧能範囲は300〜65535。既定値は 
1800(秒)。 

• タイムアウト時の動作 

タイムアウト時の動作を設定します。<丫>、く |>羊一で選択します。 

• タイムアウト後の動作 

タイムアウト後の動作を設定します。 <t>、<i> 丰一で選択します。 

オフライン保守ユーティリティ連携〜 ESRAS プ□パティ〜 

ESMPRO/ServerAgent のオフライン保守ユーテイリテイとの連携について説明します。 


オフライン保守ユーティリティの有効/無効および有効時の設ををコント□ールパネル 
作 SMagntconf) から行います。 





DC スイッチ監視 

ESMPRO/ServerAgent による装置の DC スイ、ソチ監視じついて説明します。 


機能説明 

DC スイッチ （POWER スイ、ソチ）を押したときのアクションを設をすることができます。 


ミ几 々 

欧疋 


コント□—ルパネル (ESMpowersw) の 「DC スイ、ソチ」画面で行います。 


• シャットダウン後電源オフ 

DC スイ、ソチを押したときに、シャットダウン後にパワーオフします。スペースバーで設 
走:します。 

• 電源オフ 

DC スイ、ソチを押したときに、直ちにパワーオフを実行します(通常の DC スイ、ソチの処 
理)。スぺースバーで設定します。 

• DC スイッチ無効 

DC スイ、ソチの機能を無効にします。スペースバーで設ちします。 
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セットアップ〜避民設定機能〜 


監視項目ごとに発生時の通報(この章で説明している r アクション」と同義)じついての設を、 
または変更する方法について説明します。 

通報設をは基本的に W 下の流れに従って行います。 


通報手段の基本設定をする： 

通報手段の基本的な設を(通報手段の有効/無効など)を行います。 
r 通報基本設を」画面で行います。 


通報巧 ID を設定/登録する： 

既定の通報先 ID(rSNMP 」、 「TCPJPJN— 目 AND」、「TCPJP_OUT_OF_ 目 AND」） を使 
用する場合は、これらの通報先 ID に通報先やスケジュールを設定します。 

任意の通報手段、任意の通報先で新しい通報先 ID を登録することもできます。 
r 通報先リストの設定」画面で行います。 


監視イベントに通報知 D を結びつける： 

監視イベントじ通報先 D を設定します。監視対象のイベントが発生した場合、ここで 
結びつけた通報先に通報されます。既定の通報先 W 外に通報したい場合に行います。 
Syslog イベントに任意のイベントを登録することもできます。 
r ェージェントイベントの設を」画面、に yslog イベントの設を」画面で行います。 


設をはコント□—ルパネル (ESMaamsadm) の r 通報設を」画面で行います。アクセス方まにつ 
いては123ページを参照してください。 
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畐本設定 


通報手段の有効•無効、マネージャ通報 (SNMP) の Trap 送信先、エラー発生時のシャットダ 
ウン機能の有効-無効、シャットダウン開始までの時間設定を行います。 

I W -0 通報手段、シャットダウンを無効にすると、ずべての監視項目に設定されている当該通報手 
段による通報び行われなくなりまず。 

コント日ールパネル (ESMamsadm) の「通報基本設定」画面で行います。 


「SNMP トラップ設定」画面を開く。 
SNMP trap を使い ESMPRO/Mamger 
にエラーメッセージを通報する場合に選 
択する。 

「Enalble/Disable」 画面を開く 
LAN を使い ESMPRO/Manager にエ 
ラーメッセージを通報する場合に選 
択する。 

「Enalble/Disable」 画面を開く 
WAN を使い ESMPRO/Manager 
にエラーメッセージを通報する場 
合に選択する。 





その他の設を 

シャットタ I ウン関姑までの辟簡設定 



「シャツトダウン開始までの時間設定」画面を 
開き、コンピュータをシャットダウンさせる 
までの時間を設定ずる場合に選択する。 


マネージャ通報 ( SNMP ) 

r 通報基本設を」画面から r マネージャ通報 (SNMP)」 を選択します。 


スペースバーで SNMP による通報 . 
の有効/無効を設定ずる。チェ、ソ 
ク時に有効になる。アンチエック 
時は無効となる。 


トラップ通報先の IP アドレスリスト 
から設定している IP アドレスを削除 
する。 


トラップ通報先の IP アドレスリスト 
に新しいアドレスを追力□する。 


•[リ通報手段ち拙 
_ K ラップ通報先 IP :_ 

loaoaoa 





ESMPRO / ServerA 呂 ent か 5 送信する Trap の宛先は rSNMP トラップ設定」画面で「卜 
ラップ通報先 I P 」 に追加してください。 ESMPRO / ServerA 呂 ent は snmpd . conf に設定さ 
れる Trap Destination は使用しませんに SMPRO / ServerA 呂 ent か5送信する Trap は 
snmpd . conf に設定されている宛先には送5れません）。 
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マネージャ通報 (TCPJP In-Band) 

「通報基本設定」画面から「マネージャ通報 (TCPJP In-Band)」 を選択します。 


スぺースバーで選択した通報 
手段を有効/無タカを設定する。 
チェック時に有効になり、ア 
ンチェック時は無効となる。 




マネージャ通報 (TCPJP Out-Band) 

「通報基本設を」画面から r マネージャ通報 (TCPJP 0山- of-Band)」 を選択します。 

I n-O TCP/IP Out - of - Band 通き良を使う場合は ESMPRO / ServerMana 呂 eii 則の RAS 
(Remote Access Service ) 設定の暗号化の設赶ホ、「クリアテキストを含む任意の認証 
を許可ずる」を必ず選択してください。 


スペースバーで選択した通報 
手段を有効/無効を設定する。 
チェック時に有効になり、ア 
ンチェック時は無効となる。 



ijrrnmiigrnrs 

ド]通報手段ち効 



シャツトダウン開始までの時間設定 

「通報基本設定」画面から「シャツトダウン開始までの時闇設定」を選択します。 


スペース バーで 通報による 
シャットダウン機能の有効/'' 
無効を設定ずる。 

チェック時に通報による 
シャットダウン機能が有効 
になり、アンチエック時は 
無効となる。 


コンピュータがシャツトダウン 
を行うまでの時間を設定する。 
単位は秒で、設定範囲は1〜 
1800 。 


H BBmmBB&mMmhWfm h 

• m 通報手段ち効 

シャットザウン開姑までの時間設定：团 ■ 


























通報先リストの設定 


通報先 ID の設定変更、追力日、削除を行います。 

コント □ ールパネル (ESMamsadm) の r 通報先リストの設を」画面で行います。 


ESMPRO / ServerA 呂 ent をインス! -- ルすると、 「 SNMP」、「TCPJP IN - BAND 」、 
「TCPJD OUT - OF - BAND 」 の 3 つの通報先 ID び登録されまず。 

- SNMP : マネージャ通報 ( SNMP ) 

- TCPJP IN - BAND : マネージャ通報 ( TCP/IP In - Band ) 

- TCPJP IN - BAND : マネージャ通報 ( TCP/IP Out - Of - Band ) 

「TCPJP IN - BAND」、「TCPJD OUT - OF - BAND 」 を使用ずる場合は、アドレス設定を 
行ってください。 


通報先リストに登録されている通報先 
ID を表示する。 


通報先 ID リスト欄で選択した • 
通報先 ID の情報を表示する。 


新し < 通報先 ID を追力日 
する。 


H h 


础 


-IP OJr-GF-DflND 
IP IH-BflND 


ホ-りた.ージ 


通報手段 ； Manager ( SNMP ) 

絕先情報：必要では赴い SNMP 設定 



選択している通報先 ID の設定を変更 
する。 


選択した通報先 ID をリス 
卜か6削除する。 
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通報先 ID の設定-変更 

通報先リストに登録されている通報先 ID の設定を変更します。 


r 通報先リストの設定」画面の r 通報先の」で変更したい D を選択し、[修正]をクリ、ソクすると 
riD 設定」画面が開きます。設を内容は通報手段によって異なります。 

く通報手段び マネー ジャ通報 ( SNMP ) の 場合> 

スケジュールを設定します。 


通報先 ID 。 



H mm 卜 


通報手段。 


■巧が手段： HBIlBBiiWgWD 画 ん-.心ミ，，、'一言。 


設定した Destination ID の通報先 
アドレスを表示する。 



エラーメッセージ通報のスケジュール 
を修正する。 


スケジュールの設定は riD 設定画面」の[スケジュール]で r スケジュール」画面を開いて行いま 
す。 


リトライの間隔を設定ずる。 


リトライ期限切れの時間を設定 
する。 


通報 I D ごとのエラーメッセージが‘ 
通報される時間帯を設定する。 

例： 

「8-16」は午前8時か6午後4時ま 
でを表す。 



トライ間隔：圆み 
トライ時間：@時間 

トライ時間帯 


例： S -1 6，1日-班* 























く通報手段びマネージャ通報 (TCPJP In - Band ) の場合> 

通報先のスケジュールを設定します。 


通報先 ID 。 


通報手段。 


H mm I 


TCP IP IN BflND_ 


- 通報丰留 ： Merager (TCP.IP IH-BfiND) 

巧アドし i (またはホストを）； 10*1040.1 


通報先アドレス。 

「マネージャ （TCPJP In - Band )」 画面 
を表示する。 


戶, a 四 


「スケジュール」画面を表示する。 


-「マネージャ （TCPJP In-Band) 設定:」画面 

通報先の設をは riD 設定」画面の腕先設定]で r マネージャ （TCPJP In-Band)」 画面を表 
示して行います。 

f + トト — — 历山 ミ + + 

- IP 里よ:■■レスしまたはホス h 


ESMPRO / Manager の IP アド 
レスを設定する。 


ポート番号を設定ずる。既定 
値は「31134」。 


ポート番号に既定値 (31134) を設定 
ずる。 


-「スケジュール」画面 



スケジュールの設定は riD 設定」画面の[スケジュール]で r スケジュール」画面を表示して 
行います。 

リトライの間隔を設定する。 


リトライ期限切れの時間を設定- 
する。 


通報 I D ごとのエラーメッセージが ■ 
通報される時間帯を設定する。 

例： 

「8-16」は午前8時から午後4時ま 
でを表ず。 


トライ間隔： M み 
山トライ時間：@時間 

JJ トライ時間帯 
例： S -1 6，1日-の+ 
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< 通報手段び マネー ジャ通報 ( TCP _1 P Out - of - Band ) の 場合> 

通報先、スケジュールを設定します。 


ポー ト番号 



に P 電話番号を設定する。 


登録できるユーザーをを設定 
する。 

登録した ユーザーの パスワード 
を設定する。 


ポート番号を設定する。既定 
値は「31134」。 

ポート番号に既定値 (3 11 34) を 
設定する。 


-「スケジュール」画面 

スケジュールの設をは riD 設を」画面の[スケジュール]で r スケジュール」画面を表示して 
行います。 

リトライの間隔を設定ずる。 


リトライ期限切れの時間を設定- 
する。 


通報 I D ごとのエラーメッセージが’ 
通報される時間帯を設定する。 

例： 

「8-16」は午前8時から午後4時ま 
でを表す。 


•リトライ間隔；圆み 
•リトライ時間：@時間 

.リトライ時間帯 
侧； 8 - 16 , 19 - 23 . 


通報先 ID 。 
通報手段。 




-1 I 


通報先アドレス； 

「マネージヤ （TCPJP Out - of - Band ) 
画面を表示する。 


-- ID ： TCP_IP 0Ur-QF-Bf»C _ 

__ 巧巧手巧： Manager び CP_IP Ckrt-of-BsticD 

ノ JP7 ドしス（またはホストを）： 0.0.0.0 

: - Band )」/ - V- 


「スケジュール」画面を表示する。 


-「マネージャ （TCP IP Out - of - Band ) 設定:」画面 


通報先の設をは riD 設定」画面の[宛先設定]で「マネージャ (TCPJP 0山-饼 - Band )」 画面 
を表示して行います。 


ESMPRO / Manager の IP アド 
レスを設定ずる。 


liTigBfl igTT ミ 

IP ア J ■"しス c またはホス 





)- 24 , 
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通報先 ID の追加 


通報先リストに通報先 ID を追力□します。 

同一通報手段で異なる通報先を持つ通報先 ID を登録してお<と、同一手段で複数の宛先に通 
幸良できます。 

r 通報先リストの設定」画面で[追力日]をクリ、ソクして riD 設を」画面を開いて設定します。 


通報先 ID を設定する。 
a 〜 Z のアルファベット、〇〜9の数字〜 

の任意の組み合わせの文字列で設定 
する。 ^ 

通報手段を選択する。^ ' 

<す>、 < i > キーで 選択する。 

- MANAGER ( SNMP ) 

- MANAGER (TCPJP IN - BAND ) 

- MANAGER (TCPJP OUT - OF - ゾ 
BAND ) / 

「宛先設定」で設定した通報先のアドレ 
スを表示ずる。 

「宛先設定」画面を表示して、 
通報先に関する設定をする。 


く MANAGER ( SNMP ) を選択した場合> 

スケジュールの設定が行えます。 

スケジュールの設定方法は前述の r 通報先 ID の設定-変更」と同じです。 

< MANAGER (TCPJP In - Band ) を選択した場合 > 

アドレスの設を、スケジュールの設ちができます。 

アドレス、スケジュールの設を方法は前述の r 通報先 ID の設を-変更」と同じです。 

< MANAGER (TCPJP Out - of - Band ) を選択した場合 > 

アドレスの設を、スケジュールの設定ができます。 

アドレス、スケジュールの設定方法は前述の r 通報先 ID の設を-変更」と同じです。 


通報先 ID の削除 

通報先リストから通報先 ID を削除します。 

r 通報先リストの設定」画面の「通報先の」で削除したい ID を選択し、[削除]をクリックしま 
す。 

— "〇 • rSNMPJ, 「TCPJP IN - BAND」，「TCPJP OUT - OF - BAND 」 の 3 つの通報知 D はデ 
フオルト ID であるため、削除でさません。 

• 通報巧 ID を削除すると、監視巧象のイベントか5も削除されまず。 







r スケジュール」画面を表示して、通報 
のスケジュールを設定する。 
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エージェントイベント設定 


ESMPRO / ServerAgent の監視イベントに通報先 D を結びつけます。監視対象のイベントが 
発生した場合、ここで結びつけた通報先に通報されます。 

コント日ールパネル ( ESMamsadm ) の「エージェントイベント設を」画面で行います。 
イベントソース配下のすべての監視イベントに対して同じ通報先 ID を一括して設をすること 
ちできます。 

く監視イベントごとに設定する場合> 

-「エージェントイベント設定:」画面 



-「監視イベント設を」画面 


選択されている ソースを 
を表示する。 

選択されているイベント 
ID を表示する。 


スペースバーで通報後のアクション 
を設定する。 

シャットダウンとリブートは通報後 
の処理として通報先 ID とは別の扱い 
になる。 

対処方法を表示する。 


< t >、< i >キーで必要な通報先 ID を 
選択する。 



「通報 ID リスト」で選択し 
た通報先 ID を追力□する。 


<个>、< i > キーで 
削除ずる通報先 ID 
を選択する。 






















く一括して設定する場合 > 

-「エージェントイベント設定」画面 



ずる r 監視イベント設定」画面を開く。 

-「監視イベント設定」画面 



削除する通報先 ID 
を選択する。 
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Syslog 設定 

Syslog の監視イベントじ通報先 ID を結びつけます。監視対象のイベントが発生した場合、こ 
こで結びつけた通報先に通報されます。 

任意のイベントソース、監視イベントの追力日-削除もできます。 

コント□-ルパネル ( ESMamsadm ) のに yslog イベントの設を」画面で行います。 


通報先 ID の設定 

Syslog の監視イベントに通報先 ID を結びつけます。 

監視イベントごとに通報先 ID を設をします。イベントソース配下のすべての監視イベントに 
同じ通報先 ID を一括して設定することもできます。 

く監視イベントごとに通報知 D を設定する場合> 

-に yslog イベントの設定」画面 


< t >、 < i > キーを 使い . 
ソースを を選択す る。 

「 OFF 」 を選択する。‘ 


<个>、 < i > キーを 使い 
イベント ID 選択する。 

選択しているイベント 
ID のトラップを。 




H k •'■ し化 " gas 品卜 


、ソースを； lanriSGLCGGER 
-ソースに対する処巧； 


() 0H の OFF 


•イぺント ID : 

Trap Nane: boot after Panic 




通報先 ID を設定する 「 syslog アプリケー 
シヨン設定」画面を開く。 


に yslog アプリケーシヨン設を」画面 


ソース 名、イベントの、 



を選択する。 / 

Syslog 監視の時間帯を設定する。 

例： 

「8-16」は午前8時から午後4時まで 
を表す。 



「通報 ID リスト」で選択し 
た通報先 ID を追力□する。 
「通報先」で選択した通報 
ID を削除ずる。 


< t >、 < i >丰 一で 
削除ずる通報先 ID 
を選択する。 


























く一括で通報知 D を設定する場合 > 

-に yslog イベントの設を」画面 


ソースをを <t> 、 <i> キーを使い選 
択する。 

「 ON 」 を選択する。 


選択しているイベント 
ID のトラップ名。 



ジースじ巧ずる巧理； 

イベント虹；凍固 gez 
Trap Name ： 


H 叩 •Vv&AH のが*おが卜 


(») ON () OFF 


[^lll 




に yslog アプリケーシヨン設定」画面を 
開<。 


に yslog アプリケーシヨン設を」画面 



削除する通報先 ID 
を選択する。 
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監視イベントの追力日 

Syslog 監視のイベントソース配下に監視イベントを追力□します。 

に yslo 呂イベントの設定」画面 



に yslo 呂イベントの追加」画面 


ソース名。 


イベントの、キーワード、 
Trap name 、 対処方まを入 
力ずる。 

イベント ID とキーワードは 
必ず入力する。 



M-O • イベント ID には、 C 、 8、または4で始まる 8 t 行の任意の数字を1目進数表記で設定しま 
ず。 

• キーワードは1024バイト下の文字列を設定します。 

• Trap Name は80バイト下の文字列を設定します。 

• 対処法は己12バイト ly 下の文字列を設定しまず。 


























監視イベントの削除 

監視イベントを削除します。 


ESMPRO / ServerA 呂 ent び登録している既定の監視イベントを削除することはできませ 
ん /。 


<个>、 < i > キーを使い. 
ソースをを選択する。 

「 OFF 」 を選択する 。I 


< t >、< ^ >キーを使い 
イベント ID 選択する。 

選択しているイベント 
ID のトラップを。 


H k • ル化 " gas 品卜 


、ソースを； BOOrnSGLCGGER ■ 
• ソースじがずる処巧； 


() ON け ） OFF 


Trap Nane： boot after Panic 


_ _バント正 r 1 

' Trap Nane： 垃 

/画 


声 


イベント ID を削除する。 
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監視 イ ベン トソースの 追力日 

Syslog イベント監視にイベントソースを追力□します。 

に yslo 呂イベントの設定」画面 


< t >、 < i > キーを 使い 
ソースを を選択する。 



凹 kUUiMiiiW 出点姑 


BOOrnSGLOGGCR 


roN 」 を選択する。 


ソースに巧す励（，〉。り 


() OFF 


イベント ID? 'すべで 


選択しているイベント 
ID のトラップを。 


Trap Name： 





rsyslog イベントの追力日」画面を開く。 


に yslo 呂イベントの追加」 


ソース名。 


イベントの、キーワード、 
Trap name 、 対処方まを入 
力ずる。 

イベント ID とキーワードは 
必ず入力する。 



n-O • イベントソース名には目4バイト下の文字列を設定しまず。 

• イベント ID には、 C 、 8、または4で始まる 8 t 行の任意の数字を1目進数表記で設定しま 
ず。 

• キーワードは1024バイト杉下の文字列を設定します。 

• Trap Name は80バイト下の文字列を設定します。 

• 対処法は己 12 バイト ly 下の文字列を設定しまず。 


























監視 イ ベン トソースの 削除 

監視イベントソースを削除します。 


イベントソースを削除すると、その配下のずべての監視イベントび削除されます。 


• ESMPRO / ServerA 呂 ent び登録している既定のイベントソースを削除ずることはでき 
ません。 


< t >、< i >キーを使い 
ソース名を選択する。 

「ON」 を選択する。 


選択しているイベント 
ID のトラップを。 



イベント ソースを 削除する。 
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